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民間委託による調査手法・調査内容等の検証結果について 

 
 この度、試行調査に代えて行いました民間委託による検証結果についてご報告いたします。 

 業務の概要は第２回 2023 年漁業センサス研究会資料３（参考）をご覧ください。 

 
Ⅰ 分かりやすい調査票、記入の仕方、ご協力のお願い、各種様式、広報資料等について 

１ 調査票の主な改善点は以下のとおり。なお、個別の調査票の主な変更点・改善点は別添１を参照。 
NO 改善点 改善方針 

１ 【都道府県系統からの要望】 

専門用語が多く、わかりにくく複雑で記入・

審査が難しい。 

設問文章や選択肢文章を一般的な表現を用

いて簡易な表現に修正。 

調査票への用語説明や記入の注意について

紙面上の情報量バランスを鑑みて追加削除

による修正および設問文章の修正。 

２ カラーリングを赤の多用および他多色使用か

ら枠線の青のみに変更 

赤が強調と枠線の２つの目的に使用されて

いることから記入枠線はユニバーサルデザ

インに配慮して青とした。 

３ 情報の分類 「記入注意のお願い」と「解答欄の書き方」

などが混在していたため、分類区分けし、知

りたい情報にすぐアクセスできるようにし

た。 

４ 文字サイズの統一 強調したいから文字を大きく、欄に入り切ら

ないので文字を小さくするといった手法は

読みやすさを低減させてしまうため、設問文

章は 11 ポイント、記入欄名称・選択肢・注

意書きは 10 ポイントを原則とした。 

５ 左・右端の文字面合わせ 設問文章や記入欄がページ中央に配置する

ことが多いと視線移動が長距離になってし

まい回答負担が増えてしまうため、左右の文

字端や図形端を調整した。 

６ 記入枠サイズの統一 記入枠の大きさがページによって様々であ

ると、情報配置に混沌さが生まれてしまうた

め、縦９mm 横６mm で統一した。 
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２ 記入の仕方の主な改善点は以下のとおり。 

サンプルとして海面漁業経営体漁業経営体調査票Ⅰの記入の仕方を添付（別添２）。 

NO 改善点 改善方針 

１ 調査票、記入の仕方、補助票を色分け等し、容

易に区別できるよう工夫してもらいたい（大海

区別の区分も含む）。 

調査客体がそれぞれの資材を混同しないよ

うなデザインに修正。 

２ 左側に記入例、右側に記入の注意や用語説明を

掲載 

もともとの記入の仕方では記入例と記入の

注意が混在しており、注意の確認の仕方がペ

ージにより異なり煩雑であったため、簡素な

構造に修正。 

３ 全ての設問についての注意書きを記載 もともとの記入の仕方では注意書きがある

ものとないものがあったため、あらゆる設問

について注意点を検討し加筆。 

 

３ ご協力のお願いの主な改善点は以下のとおり（別添３）。 

NO 改善点 改善方針 

１ 漁協等、複数の調査対象となっている客体は、

各調査の調査書類の提出先や提出方法を混同

している様子があった。 

「ご協力のお願い」にて漁業センサスの全体

像を示し、各調査の調査期日および調査対

象、提出方法を記載した。 

 

４ オンライン調査ガイドの主な改善点は以下のとおり（別添４）。 

NO 改善点 改善方針 

１ スマートフォン、タブレット端末を活用すべき。 スマートフォン、タブレット端末に対応し

た電子調査票の作成を前提として、オンラ

イン調査ガイド上で、スマートフォン、タ

ブレット等でも回答が可能な旨を追記し

た。 

２ QR コードでの認証ができるようにしてもらいた

い。 

オンライン調査ガイド上で QR コードから

オンライン調査ページへ移動できるよう

な説明を追加した。 

 

５ 発送用封筒の主な改善点は以下のとおり（別添５）。 

NO 改善点 改善方針 

１ 漁業センサスが国勢調査と同様に、必ず回答しなけ

ればならない調査だと認知されていないのではな

いか。 

重要な調査であることを強調して表示し

た。 

２ 調査票が入っていることが認知されていない可能

性があるのではないか。 

調査票が入っていることを大きく表示。 
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Ⅱ 調査の民間委託の可能性について 

民間事業者の提案は以下のとおり。 

 

調査実施主体や統計調査員・漁協職員や調査客体へのヒアリングを通じて、これまでの漁業センサ

スの回答作成までのプロセスが、調査実施主体（地方統計職員）及び漁協職員によるフォローが大きい

と感じた。 

弊社は、他省庁の統計調査業務で、民間委託へ切替えた初年度の調査業務を実施した経験もありこ

れらを踏まえて、民間委託・郵送調査の可能性については以下を留意する必要があると考える。 

１ 無回答の増加、前年調査の回答データとの断層の発生 
従来、統計調査員や漁協職員等が調査票の点検等もフォローされているが、調査対象の事業内容か

ら家族構成等も含めて頭の中で把握している観点から、経験的・感覚的に統計調査員や漁協職員等が

審査を容易に行えるケースがある。 

民間委託・郵送調査に切り替わることで、実施主体と調査客体間で直接やりとりする構図となるた

め、無回答の増加が懸念される。 

また、審査する者が変更されることで、疑義照会における前回比較チェックでずれ（断層）が発生

することが懸念される。 

２ 回収率の変化 
ヒアリングを通じて「知らない人、よそから来た人」への抵抗感がある可能性を感じた。 

繰り返しになるが、従来は、顔見知りの間柄である統計調査員や漁協職員等のフォローがあった上

で行われている。 

ハレーション対策及び調査へ回答してもらうために、事前の広報や関係団体への丁寧な依頼の実施

を希望、場合によっては地域別の引き継ぎ等の実施も必要ではないかと感じた。 

３ 基幹統計調査の強調 
上記２点は留意点だが、強みとなるポイントとして、ヒアリングを通じて「報告義務のある統計調

査」であることを知らない調査客体が多くいた。 

回収率向上、回答精度を高める観点でも、基幹統計調査の強調は民間委託・郵送調査切り替えの可

能性の中で最大限強調するよう取り組む必要があると感じた。 

 

Ⅲ OCR 読み取り精度向上を前提とした調査票レイアウトについて 

OCR 読み取り精度について４種類のマークを比較し、最も精度が高かったものを採用する提案を受け

た。検証結果は以下のとおり。 

 

マーク部分について最も精度が高く正しい値を読み取れたマーク形状は「レ点」で、精度は 99.87%で

あった。次いで、「斜め線」が 99.72%、「楕円塗りつぶし」は 99.27%であり、最も低いのは「丸囲い」

で精度は 94.99%と 95%を下回った。 

「楕円塗りつぶし」が以外にも低い精度であった印象がある。また、「丸囲い」の精度が他と比べて

大きく低かった理由としては、マークサイズが他と比べて小さかったことが原因の一つではないかと考

える。 
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正しい値が読み取れたマーク、読み取れなかったマークの記入のサンプルを下に示す。 

 

 

Ⅳ オンライン調査の利用率拡大について 

調査客体の属性を踏まえ、以下の提案を受けた。 

 

まず、「オンライン回答できる」という「認知」が必要であると考えられる。そして、単にオンライ

ンができることを調査客体が認知しても、「興味・関心」を引くことが難しいと考えられる。したがっ

て、「紙は楽」という感情に置き換わるように「オンラインは楽」という内容を打ち出していくと効果

が見込まれると考えられる。 

 

このような内容を踏まえて、別添６の各種資料へオンライン回答ができることを記載するとともに、

回答しやすいオンライン調査票案の提案（別添７）があった。 

 

Ⅴ 郵送調査の回収率向上について 

郵送調査の回収率向上に資するため、別添１～５の改善案の提案があったほか、事前はがきの発送

の提案があった。事前はがきの概要は以下のとおり。 
 
調査実施に先立ち、調査客体へ事前依頼はがきを送付することを想定。はがき文面には、報告義務が

あること・郵送時期のお知らせ・提出期限等を伝える趣旨で実施を想定。 

事前はがきが送付された調査客体からは、「自分は対象外ではないか（非客体の可能性）」との申し

出や、廃業申し出・世代交代に伴う宛名の変更希望等の入電がある。その情報をもとに名簿情報を更新

し調査資材を郵送する方法は各種統計調査の実査業務で取り入れられている。宛先不明による不達の場

合は、送付したはがきが戻ってくるため、当該発生分のみ架電やデスクリサーチ等で正しい住所情報を

調べる方法が採用されている。また、はがきの型（通常、圧着）によって、記載する内容の幅が広がる

という利点もある。 

読み取れた 読み取れなかった 
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査

 
 漁

業
経

営
体

調
査

票
Ⅰ

（
個

人
経

営
体

用
）

 

 修
正

の
要

点
 

種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

全
般

 


 
調

査
項

目
が

ギ
ュ

ッ
と

詰
ま

っ
て

い
る

感
じ

が
す

る
の

で
も

う
少

し
間

隔
を

空

け
た
り
、
設
問
番
号
を
目
立
つ
よ
う
に
し
た
り
し
て
欲
し
い
。
現
在
の
も
の
は
少

し
目
で
追
う
の
が
大
変
そ
う
に
感
じ
る
。
 


 

用
語
説
明
の
位
置
を
統
一
し
て
ほ
し
い
。
 


 

調
査
名
称
は
も
う
少
し
目
立
つ
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
 


 

設
問
番
号
を
大
き
く
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 


 

海
上
作
業
従
事
日
数
や
出
漁
日
数
の
説
明
中
の
１
桁
数
字
は
全
角
の
方
が
よ
い
。
 


 

調
査
票
と
記
入
の
仕
方
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
ど
ち
ら

か
一
方
に
し
た
ほ
う
が
混
乱
し
な
く
て
良
い
と
思
う
。
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
見

て
掲
載
さ
せ
て
ほ
し
い
。
 


 

色
は
も
う
少
し
目
立
っ
て
も
い
い
と
思
う
。
 


 

マ
ー
カ
ー
部
分
が
大
き
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
負
担
を
考
え
る
な
ら
前
回
程
度
の

大
き
さ
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
 


 

注
釈
は
赤
字
な
ど
の
（
目
立
つ
色
に
変
え
た
）
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 


 

記
入
例
と
記
入
上
の
注
意
は
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
白
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
記

入
上

の
注

意
は

別
の

こ
と

で
あ

る
と

ベ
ー

ス
色

を
分

け
た

ほ
う

が
良

い
よ

う
に

も
思
う
。
 


 

「
億
円
」
の
単
位
の
位
置
に
違
和
感
を
覚
え
る
。
 

設
問

同
士

の
間

隔
や

用
語

説
明

の
位

置
に

つ
い

て
は

、
従

前
ど

お
り

視
線

誘
導

の
負

担
減

を
優

先
し

た
レ

イ
ア

ウ
ト

を
考

慮
し

つ
つ

、
適

切

な
位
置
関
係
に
配
置
す
る
。
 

調
査

名
称

や
設

問
番

号
の

フ
ォ

ン
ト

サ
イ

ズ
は

他
の

調
査

と
平

仄
を

合
わ
せ
、
現
状
を
維
持
す
る
。
 

１
桁

で
表

さ
れ

る
数

字
に

つ
い

て
は

他
の

調
査

も
横

並
び

で
全

角
表

記
と
す
る
。
 

調
査

票
と

記
入

の
仕

方
に

掲
載

す
る

事
項

は
内

容
の

重
要

性
な

ど
を

鑑
み

、
い

ず
れ

か
一

方
に

掲
載

す
る

場
合

と
両

資
料

に
掲

載
す

る
場

合

が
あ
る
。
 

全
体

的
な

措
置

と
し

て
用

語
説

明
や

枠
囲

い
文

以
外

の
ボ

ー
ル

ド
箇

所
を
着
色
表
示
す
る
。
 

マ
ー

カ
ー

部
分

に
つ

い
て

は
別

途
実

施
す

る
Ｏ

Ｃ
Ｒ

読
取

テ
ス

ト
の

結
果
を
受
け
、
読
取
精
度
を
基
準
に
、
最
適
な
記
入
形
式
に
変
更
す
る
。
 

注
釈

は
従

前
ど

お
り

青
系

統
の

色
を

採
用

す
る

。
た

だ
し

、
読

ま
れ

な
か

っ
た

場
合

に
特

に
誤

記
入

の
恐

れ
が

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

内
容

の

場
合

は
、

設
問

文
に

組
み

込
み

、
ボ

ー
ル

ド
に

し
た

う
え

着
色

表
示

す

る
。
 

主
に

記
入

の
仕

方
と

調
査

票
の

見
分

け
は

表
紙

の
色

分
け

に
よ

っ
て

い
る
。
ま
た
、
記
入
例
と
記
入
上
の
注
意
の
見
分
け
は
、
見
開
き
で
表
示

し
た

際
に

左
ペ

ー
ジ

が
記

入
例

、
右

ペ
ー

ジ
が

記
入

上
の

注
意

と
な

る

よ
う
に
設
計
し
、
ペ
ー
ジ
の
左
右
に
よ
っ
て
容
易
に
判
別
が
つ
く
た
め
、

色
変
更
は
実
施
し
な
い
。
 

「
億
円
」
な
ど
、
数
値
の
回
答
単
位
は
回
答
欄
枠
外
に
表
記
す
る
。
 

別添１ 
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１
.１

海
面
漁
業
調
査

 
１

.１
.１

漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅰ
（
個
人
経
営
体
用
）

 

2 
 

種
類

 
意
見

 
反

映
方

針
 

海
外

向
け

出
荷

割

合
に

つ
い

て
(回

答

欄
コ

ー
ド

：
58

3-

58
5)

 


 

販
売

金
額
全

体
に

占
め
る
海
外
向
け
出
荷
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
海
外
向
け
に
直

接
出

荷
し
て

い
る

場
合
に
の
み
回
答
す
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
間
接
的
な
海
外
向

け
出

荷
も
含

め
る

と
い
う
こ
と
は
、
用
語
説
明
を
読
ん
で
よ
う
や
く
分
か
る
程
度

な
の

で
、
設

問
文

中
に
書
い
て
ほ
し
い
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
す
る
べ
き
。
 

新
設

項
目

で
あ

り
、

よ
り

わ
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

設
問

文
や

回
答

欄
、

注
意
書

き
等

を
見

直
す

。
 

漁
業

共
済
・
積
立

ぷ

ら
す

(回
答

欄
コ

ー

ド
：

59
1-

59
3)

 


 

燃
料

上
昇

分
を

補
填

し
て

く
れ

る
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
に

な
ら

加
入

し
て

る
け

ど
そ

れ
の
こ

と
？

（
話
聞
く
も
結
論
出
ず
）
 


 

漁
業

共
済
や

積
立

ぷ
ら
す
は
希
望
者
の
み
。（

同
席
さ
れ
て
い
た
漁
協
職
員
よ
り
：

そ
も

そ
も
ど

ち
ら

も
知
ら
な
い
方
も
い
る
の
で
、
「
知
ら
な
い
」
が
選
択
肢
に
あ

っ
た

方
が
分

か
り

や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
）
 


 

漁
業

共
済
制

度
、
積

立
ぷ
ら
す
に
つ
い
て
、
一
般
名
称
で
は
な
く
、
固
有
の
事
業

で
あ

る
こ
と

が
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
り
よ
い
と
思
う
。
「
」
で
括
る
、

太
字

に
す
る

な
ど

検
討
し
て
み
て
ほ
し
い
。
 

当
該

項
目

は
新

設
項

目
で

あ
り

、
実

施
前

の
細

部
の

変
更

は
慎

重
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

各
選

択
肢

の
説

明
は

記
入

の
仕

方
に

掲
載

さ
れ

て

お
り

、
こ
れ

以
上

の
注

意
書

き
は

現
時

点
で

不
要

と
考

え
る

。
 

「
知

ら
な

い
」

旨
の

選
択

肢
追

加
は

集
計

上
意

味
が

な
く

、
設

問
意

図
か

ら
外
れ

る
た

め
実

施
し

な
い

。
 

設
問

文
中
の
「
漁

業
共

済
」
「
積

立
ぷ

ら
す
」
は

他
の

設
問

同
様

、
太

字
と

朱
色
表

示
に

す
る

。
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１
.１

海
面
漁
業
調
査

 
１

.１
.２

漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅱ
（
団
体
経
営
体
用
）

 

3 
 

 漁
業

経
営

体
調

査
票

Ⅱ
（

団
体

経
営

体
用

）
 

 修
正

の
要

点
 

漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅰ
（
個
人
経
営
体
用
）
と
の
共
通
箇
所
に
対
す
る
意
見
お
よ
び
反
映
方
針
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
た
め
割
愛
し
た
。

 
種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

設
問

Ⅱ
-１

に
つ

い

て
(回

答
欄

コ
ー

ド
：

40
1-

41
0)

 


 

記
入
の
仕
方
の
体
裁
を
個
人
経
営
体
の
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。
 


 

「
責
任
が
あ
る
人
」
が
ど
う
い
っ
た
人
で
あ
る
か
が
表
現
的
に
わ
か
り
に
く
い
。
 

指
摘

箇
所

の
設

問
は

個
人

経
営

体
の

設
問

Ⅱ
-
１

に
類

似
し

て
い

る

が
、

個
人

経
営

体
用

と
異

な
り

、
設

問
が

ペ
ー

ジ
に

ま
た

が
っ

て
い

な

い
た
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
指
摘
の
変
更
は
行
わ
な
い
。
 

説
明

文
は

十
分

平
易

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
ま

た
、

記
入

の
仕

方
に

「
漁

業
に

従
事

し
た

責
任

の
あ

る
者

」
に

つ
い

て
の

注
意

書
き

を
掲

載

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
指
摘
に
係
る
変
更
は
行
わ
な
い
。
 

外
国

人
の

定
義

に

つ
い

て
(回

答
欄

コ

ー
ド
：

21
1)

 


 

外
国
人
の
定
義
を
調
査
票
に
も
記
載
し
て
ほ
し
い
。
研
修
生
を
含
め
て
書
い
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
 

外
国
人
に
関
す
る
注
意
書
き
を
追
加
す
る
。
 

漁
業

以
外

の
事

業

を
行

っ
た

事
業

所

の
数

に
つ

い
て

(回

答
欄
コ
ー
ド
：

) 


 

そ
の

他
の

製
造

業
が

何
に

対
し

て
そ

の
他

の
製

造
業

で
あ

る
の

か
わ

か
り

に
く

い
。
 


 

事
業

所
の

数
を

記
入

す
る

の
は

一
つ

の
事

業
所

が
複

数
の

事
業

を
や

っ
て

い
れ

ば
そ
れ
ぞ
れ
に
数
を
書
く
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
補
足
し
て
ほ
し
い
。
 

選
択

肢
を

「
水

産
加

工
業

以
外

の
製

造
業

」
と

変
更

す
れ

ば
意

図
す

る
と

こ
ろ

は
明

ら
か

で
あ

る
が

、
現

表
記

で
十

分
伝

わ
る

と
考

え
ら

れ

る
た
め
「
そ
の
他
の
製
造
業
」
の
表
記
に
つ
い
て
の
変
更
は
行
わ
な
い
。

代
替
措
置
と
し
て
中
分
類
「
製
造
業
」
を
追
加
す
る
。
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１
.１

海
面
漁
業
調
査

 
１

.１
.３

海
面
漁
業
地
域
調
査
票

 

4 
 

 海
面

漁
業

地
域

調
査

票
 

 修
正

の
要

点
 

種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

他
の

地
域

と
の

交

流
活

動
の

参
加

人

数
(回

答
欄

コ
ー

ド
：

32
1-

32
3)

 


 

該
当
す
る
の
は
魚
食
。
学
校
給
食
が
メ
イ
ン
。
魚
の
さ
ば
き
方
な
ど

H
P
へ
動
画

を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
記
入
す
る
の
か
迷
う
。
 


 

参
加
人
数
は
、
準
備
に
当
た
っ
た
漁
協
側
の
参
加
人
数
な
の
か
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
高
校
生
な
ど
の
人
数
な
の
か
、
わ
か
り
に
く
い
。
 

記
入
の
仕
方
に
「
動
画
投
稿
サ
イ
ト
や
S
N
S
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
み
の
活
動
は
含
ま
な
い
」
旨
を
記
載
す
る
。
 

設
問
文
中
に
下
記
の
文
言
を
記
載
す
る
。
 

「
な

お
、

取
組

を
実

施
す

る
側

の
人

数
は

、
参

加
人

数
に

は
含

め
ず

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
」
 

Ⅰ
１
資
源
管
理
・
漁

場
改

善
の

取
組

に

つ
い
て

 


 

複
数
の
漁
業
地
区
に
ま
た
が
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
「
参
加
し
た
漁
業
経

営
体
数
」
に
つ
い
て
は
記
入
の
仕
方
を
読
ま
ず
に
、
持
っ
て
い
る
数
字
を
気
に
せ

ず
書
い
て
し
ま
う
と
思
う
。
レ
イ
ア
ウ
ト
的
に
問
題
が
な
い
な
ら
、
調
査
票
本
体

に
記
入
の
仕
方
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き
を
追
加
し
た
方
が
い
い
と
思
う
。
 


 

段
ズ
レ
防
止
に
太
線
が
入
っ
た
の
は
良
い
と
思
う
。
右
端
に
「
1
0
1
」
と
言
っ
た
コ

ー
ド
を
入
れ
て
お
く
と
よ
り
良
い
よ
う
に
感
じ
る
。
 


 

「
法
制
度
に
よ
る
規
制
」
「
法
制
度
を
上
回
る
自
主
規
制
」
と
あ
る
が
、
法
制
度

と
は
な
に
を
指
し
て
い
る
の
か
、
内
容
・
範
囲
が
わ
か
ら
な
い
。
漁
業
調
整
規
則

の
こ
と
か
。
 

調
査

票
本

体
に

記
載

し
た

場
合

の
レ

イ
ア

ウ
ト

お
よ

び
ペ

ー
ジ

の
情

報
量
を
考
慮
し
、
「
参
加
し
た
漁
業
経
営
体
数
」
に
関
す
る
注
意
書
き
の

本
体
へ
の
記
載
は
実
施
し
な
い
。
 

回
答

欄
右

端
へ

の
コ

ー
ド

追
加

は
実

施
後

の
レ

イ
ア

ウ
ト

を
考

慮

し
、
実
施
し
な
い
。
 

調
査

票
本

体
に

「
法

制
度

」
に

関
す

る
用

語
説

明
の

枠
囲

い
文

を
追

加
す
る
。
 

魚
種

指
定

の
な

い

取
組
に
つ
い
て

 


 

海
底
耕
耘
な
ど
、
魚
種
指
定
の
な
い
取
組
を
や
っ
て
い
る
。
 


 

魚
種
指
定
の
な
い
記
入
の
仕
方
は
調
査
表
に
も
掲
載
し
て
ほ
し
い
。
 

す
で

に
調

査
票

本
体

の
情

報
量

は
過

密
で

あ
り

、
魚

種
指

定
の

無
い

場
合

の
記

入
の

仕
方

を
本

体
に

記
載

し
て

い
た

だ
き

た
い

旨
の

要
望

は
、
記
入
の
仕
方
内
の
案
内
で
間
に
合
う
と
考
え
る
た
め
実
施
し
な
い
。 

魚
種

指
定

の
な

い
取

組
を

行
っ

て
い

る
場

合
の

注
意

書
き

に
つ

い
て

は
、
引
き
続
き
記
入
の
仕
方
で
の
案
内
に
留
め
る
。
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１
.２

内
水
面
漁
業
調
査

 
１

.２
.１

内
水
面
漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅰ
（
個
人
経
営
体
用
）

 

5 
 

 内
水

面
漁

業
調

査
 

 内
水

面
漁

業
経

営
体

調
査

票
Ⅰ

（
個

人
経

営
体

用
）

 

 修
正

の
要

点
 

種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル

の
認
知

 


 

「
い
ず
れ
の
認
証
も
取
得
し
て
い
な
い
」
を
選
択
し
て
く
れ
る
な
ら
、
ま
だ
い
い

と
思
う
。
だ
が
、
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
考
え
る
と
、
回
答

す
る
の
を
飛
ば
す
の
で
は
な
い
か
。
 


 

エ
コ
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
エ
コ
ラ
ベ
ル
と
は
何

で
す
か
？
と
逆
に
質
問
さ
れ
た
）
 


 

エ
コ
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
認
証
も
取
得
し
て
い
な

い
に
マ
ー
ク
す
る
。
こ
の
あ
た
り
に
は
関
係
の
な
い
話
だ
と
思
う
。
 


 

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
自
体
知
ら
な
い
。
 


 

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル
の

回
答

項
目

の
並

び
順

は
日

本
の

認
証

が
最

初
に

来
た

ほ
う

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 


 

ま
ず
「
取
得
し
て
い
る
」
「
取
得
し
て
い
な
い
」
を
親
問
と
し
て
先
に
聞
く
方
が

良
い
と
思
う
。
現
行
案
で
は
、
「
取
得
し
て
い
な
い
」
が
一
番
下
に
あ
る
た
め
、

無
回
答
が
多
く
発
生
す
る
と
考
え
る
。
他
の
設
問
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
整
理
の

方
が
経
営
体
は
回
答
し
や
す
い
と
考
え
る
。
 

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
を
認
知
し
て
い
る
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
 

た
だ

し
、

「
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

の
回

答
項

目
の

並
び

順
は

日
本

の
認

証
が

最
初

に
来

た
ほ

う
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。
」

と
い

っ
た

意
見

が

あ
っ

た
の

で
、

並
び

順
に

つ
い

て
は

日
本

の
認

証
を

最
上

部
に

持
っ

て

く
る
方
針
と
す
る
。
 

湖
沼

漁
業

の
海

外

輸
出
の
状
況

 


 

海
外
に
輸
出
し
て
い
る
漁
協
等
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
応
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
 


 

海
外
の
出
荷
は
行
っ
て
い
な
い
。
他
の
地
域
で
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
海
外
か

ら
し
じ
み
を
輸
入
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
 


 

海
外
へ
の
出
荷
は
し
て
い
な
い
。
 


 

海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
、
大
手
の
団
体
を
除
き
、
経
営
体
個
人
が
や
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
考
え
る
た
め
、
経
営
体
個
人
の
調
査
票
で
聞
く
の
で
は
な
く
、
地

域
調
査
で
把
握
で
き
る
の
で
は
？
と
思
う
。
 


 

こ
の
あ
た
り
で
は
４
件
の
外
食
業
者
に
直
接
売
っ
て
い
る
か
、
自
家
消
費
し
か
な

い
と

思
う

の
で

輸
出

向
け

販
売

割
合

は
ど

の
組

合
員

も
ゼ

ロ
と

回
答

す
る

と
思

う
。
 


 

ま
ず
は
、
輸
出
の
有
無
を
親
問
と
し
て
先
に
聞
く
方
が
無
回
答
抑
制
の
観
点
で
良

海
外

輸
出

の
状

況
に

つ
い

て
は

、
輸

出
し

て
い

る
対

象
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

反
映

で
き

る

意
見
は
な
し
。
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１
.２

内
水
面
漁
業
調
査

 
１

.２
.１

内
水
面
漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅰ
（
個
人
経
営
体
用
）

 

6 
 

種
類

 
意
見

 
反

映
方

針
 

い
と

思
う
。
 


 

ワ
カ

サ
ギ
等

を
輸

入
し
て
い
る
人
が
い
る
が
、
輸
出
し
て
い
る
人
は
こ
の
地
域
で

は
い

な
い
と

思
う

。
 


 

海
外

へ
の
出

荷
は

な
い
。
東
京
へ
の
出
荷
は
あ
る
。
 

養
殖

業
の

海
外

向

け
出

荷
の
有

無
 


 

海
外

に
出
荷

し
て

い
る
も
の
は
な
い
。
最
近
で
は
海
外
か
ら
買
付
に
来
る
話
は
聞

く
が
、
品

種
の
良

い
も
の
を
扱
っ
て
い
る
大
き
な
場
所
に
買
付
に
行
っ
て
い
る
の

で
、

う
ち
に

は
来

な
い
。
 


 

海
外

向
け
出

荷
は

な
い
。
取
引
先
が
海
外
向
け
に
出
荷
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な

い
。
2
件

の
取
引

先
が

あ
る
が
、
1
件
は
ま
ず
海
外
に
は
出
し
て
い
な
い
。
も
う

1

件
は

し
て
な

い
と

思
う
程
度
。
聞
け
と
言
わ
れ
れ
ば
聞
く
け
ど
、
少
し
面
倒
く
さ

い
。
 


 

海
外

向
け
に

出
荷

し
て
い
る
対
象
は
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
恐
ら
く
海
外

に
出

荷
し
て

い
る

人
は
い
な
い
と
思
う
。
 


 

海
外

向
け
の

輸
出

を
や
っ
て
い
る
人
は
こ
の
近
く
で
は
聞
い
た
こ
と
な
い
。
養
殖

業
で

海
外

向
け

と
な

る
と

そ
れ

一
辺

倒
に

な
り

設
備

か
ら

何
ま

で
海

外
向

け
に

な
る

の
で
大

変
。

 

海
外

輸
出

の
状

況
に

つ
い

て
は

、
輸

出
し

て
い

る
対

象
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

反
映

で
き

る

意
見
は

な
し

。
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１
.２

内
水
面
漁
業
調
査

 
１

.２
.２

内
水
面
漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅱ
（
団
体
経
営
体
用
）

 

7 
 

 内
水

面
漁

業
経

営
体

調
査

票
Ⅱ

（
団

体
経

営
体

用
）

 

 修
正

の
要

点
 

内
水
面
漁
業
経
営
体
調
査
票
Ⅰ
（
個
人
経
営
体
用
）
と
の
共
通
箇
所
に
対
す
る
意
見
お
よ
び
反
映
方
針
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
た
め
割
愛
し
た
。
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１
.２

内
水
面
漁
業
調
査

 
１

.２
.３

内
水
面
漁
業
地
域
調
査
票

 

8 
 

 内
水

面
漁

業
地

域
調

査
票

 

 修
正

の
要

点
 

種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

参
加

人
数

に
つ

い

て
 


 

「
参
加
人
数
」
の
定
義
が
わ
か
り
に
く
い
。
「
他
の
地
域
か
ら
の
参
加
人
数
」
に

限
定
し
た
質
問
な
の
か
？
「
主
催
し
た
組
合
員
の
人
数
」
な
の
か
？
 

設
問

文
に

下
記

文
言

を
追

記
し

、
参

加
人

数
の

捉
え

方
の

誤
認

に
よ

る
誤
記
入
防
止
を
図
る
。
「
な
お
、
取
組
を
実
施
す
る
側
の
人
数
は
、
参

加
人
数
に
は
含
め
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
」
 

河
川
・
湖
沼
関
連
施

設
に
つ
い
て

 


 

「
施
設
」
と
い
う
表
現
は
し
っ
く
り
こ
な
い
。
か
と
い
っ
て
「
設
備
」
や
「
整
備

状
況
」
と
い
っ
た
表
現
も
思
い
当
た
る
が
、
結
局
ど
れ
も
し
っ
く
り
こ
な
い
。
 


 

設
問
文
中
の
「
河
川
・
湖
沼
関
連
施
設
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
特
に
違
和
感

を
覚
え
な
い
。
「
施
設
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
何
か
に
設
置

さ
れ
た
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
こ
の
設
問
内
の
選
択
肢
内
容
は
そ
の
イ
メ
ー

ジ
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
違
和
感
を
覚
え
た
と
し
て
も
、
設
問
に
え
ん
堤
等

の
記
載
が
あ
る
の
で
見
れ
ば
わ
か
る
。
 


 

設
問
文
の
「
河
川
・
湖
沼
関
連
施
設
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
記

入
し
て
く
だ
さ
い
」
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
河
川
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
知
り
た
い
の
か
、
管
理
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
の
か
、
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
曖
昧
だ
と
感
じ
る
。
 


 

施
設
と
い
う
言
葉
が
適
切
か
に
つ
い
て
、「

管
理
区
域
内
に
設
置
し
て
あ
る
河
川
・

湖
沼
関
連
施
設
」
と
い
う
表
現
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
 

設
問
文
中
の
「
施
設
」
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
中
の
具
体
例
を

確
認

す
る

こ
と

で
指

し
示

す
内

容
が

明
ら

か
と

な
る

た
め

、
変

更
は

実

施
し
な
い
。
 

設
問

意
図

が
不

明
瞭

で
あ

る
旨

の
意

見
を

受
け

、
設

問
文

の
一

部
を

下
記
に
変
更
す
る
。
「
漁
業
協
同
組
合
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
河
川
・
湖

沼
関

連
施

設
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
を

す
べ

て
記

入
し

て
く

だ

さ
い
。
」
→
「
漁
業
協
同
組
合
の
管
轄
区
域
内
に
設
置
し
て
あ
る
河
川
・

湖
沼

関
連

施
設

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

選
ん

で
く

だ

さ
い
。
」
 

漁
場

環
境

改
善

の

取
組
に
つ
い
て

 


 

「
保
護
水
面
の
管
理
」
の
説
明
文
が
分
か
り
に
く
い
。
保
護
水
面
と
い
う
言
葉
も

馴
染
み
が
な
い
。
 


 

カ
ワ
ウ
対
策
、
駆
除
活
動
は
ど
こ
の
川
の
組
合
も
同
じ
課
題
だ
と
思
う
の
で
、
例

示
入
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。
 

 

調
査

票
本

体
の

「
保

護
水

面
の

管
理

」
の

用
語

説
明

の
枠

囲
い

文
に

具
体
例
を
明
示
す
る
。
 

記
入
の
仕
方
に
下
記
を
追
記
す
る
。
 

「
保

護
水

面
の

管
理

に
は

、
外

来
魚

の
駆

除
や

カ
ワ

ウ
な

ど
の

鳥
獣

被
害
防
止
対
策
を
含
み
ま
す
。
」
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１
.３

流
通
加
工
調
査

 
１

.３
.１

魚
市
場
調
査
票

 

9 
 

 流
通

加
工

調
査

 
 魚

市
場

調
査

票
 

 修
正

の
要

点
 

種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

魚
市

場
に

設
置

さ

れ
て

い
る

機
器

に

つ
い

て
(回

答
欄

コ

ー
ド
：

13
1)

 


 

今
回
作
成
さ
れ
た
調
査
票
が
「
設
置
さ
れ
て
い
る
機
器
」
と
い
う
部
分
が
ボ
ー
ル

ド
さ
れ
て
い
る
が
、
水
産
物
の
～
ボ
ー
ル
ド
し
た
ほ
う
が
、
誤
り
が
少
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 


 

砕
氷
・
製
氷
機
の
注
意
書
き
で
「
漁
船
の
船
艙
に
積
む
た
め
だ
け
の
氷
を
製
造
す

る
機
器
は
含
め
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
記
載
を
取

り
除
く
か
、「

魚
市
場
内
で
使
用
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
文
言
を
加
え
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 


 

2
つ
だ
け
で
な
く
、
全
部
の
補
足
説
明
を
加
え
た
ほ
う
が
良
い
。
 

「
水

産
物

の
～

」
を

ボ
ー

ル
ド

に
変

更
す

る
と

強
調

部
分

が
長

く
な

り
す

ぎ
る

た
め

、
よ

り
わ

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
設

問
文

自
体

の
表

現

を
工
夫
す
る
。
 

「
砕
氷
・
製
氷
機
」
の
注
意
書
き
に
「
市
場
内
で
使
用
す
る
」
の
文
言

を
追
加
す
る
。
 

用
語

説
明

が
掲

載
さ

れ
て

い
な

い
選

択
肢

に
つ

い
て

は
、

も
と

も
と

の
用

語
説

明
に

具
体

的
な

装
置

の
例

示
が

あ
る

わ
け

で
は

な
く

、
掲

載

し
て
も
冗
長
と
な
る
た
め
継
続
し
て
省
略
と
す
る
。
 

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル

に
つ

い
て

(回
答

欄

コ
ー
ド
：

60
1-

60
7)

 


 

エ
コ
ラ
ベ
ル
の
問
は
、
回
答
と
し
て
日
本
を
選
択
す
る
人
が
一
番
多
い
は
ず
な
の

で
、
日
本
を
回
答
選
択
の
一
番
上
に
持
っ
て
き
た
ほ
う
が
良
い
。
 


 

エ
コ
ラ
ベ
ル
の
説
明
に
は
、
「
漁
協
な
ど
団
体
単
位
と
し
て
取
得
し
て
い
る
認
証

は
含
め
ま
す
。
」
と
加
筆
し
た
ほ
う
が
親
切
だ
と
感
じ
る
。
 

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル
に

つ
い

て
は

他
の

調
査

票
と

の
共

通
の

設
問

で
あ

る
た
め
、
総
合
的
に
判
断
し
、
平
仄
を
合
わ
せ
る
 

「
漁

協
な

ど
団

体
単

位
と

し
て

取
得

し
て

い
る

認
証

を
含

め
る

」
旨

は
記

入
の

仕
方

に
掲

載
済

み
で

あ
り

、
調

査
票

へ
の

記
載

の
必

要
性

の

程
度
に
つ
い
て
は
見
込
め
な
い
た
め
変
更
は
行
わ
な
い
。
 

法
人

番
号

(回
答

欄

コ
ー
ド
：

20
2)

 


 

前
回
は
、
法
人
番
号
の
回
答
が
皆
調
査
票
の
表
紙
に
来
て
い
た
が
、
今
回
は
調
査

票
毎
に
登
場
す
る
部
分
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。
一
番
最
初
に
持
っ
て
き
た

ほ
う
が
、
設
問
の
流
れ
的
に
は
良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

対
象

者
は

漁
業

セ
ン

サ
ス

で
使

用
す

る
す

べ
て

の
調

査
票

に
回

答
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

調
査

種
別

に
適

切
な

設
問

順

序
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
特

定
の

設
問

に
つ

い
て

設
問

順
序

の

固
定
は
実
施
し
な
い
。
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１
.３

流
通
加
工
調
査

 
１

.３
.２

冷
凍
、
冷
蔵
・
水
産
加
工
場
調
査
票

 

10
 

  

 冷
凍

、
冷

蔵
・

水
産

加
工

場
調

査
票

 

 修
正

の
要

点
 

種
類

 
意
見

 
反
映
方
針

 

冷
凍
・
冷
蔵
施
設
／

水
産

加
工

の
主

機

出
力

7.
5k

w
(1

0
馬

力
)に

つ
い
て

 


 

主
機
出
力

7.
5k
w（

10
馬
力
）
と
い
う
用
語
は
わ
か
ら
な
い
。
馬
力
と
い
う
言
葉

は
使
わ
な
い
。
k
w
と
い
う
言
葉
な
ら
使
う
。
 


 

主
機
出
力

7.
5k
w（

10
馬
力
）
、
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
冷
凍
庫
の
馬
力
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。
 


 

主
機
出
力

7.
5k
w（

10
馬
力
）
、
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
冷
凍
庫
冷
蔵
庫
持
っ
て

い
る
人
は
、
馬
力
は
把
握
し
て
い
る
と
思
う
。
自
身
は
把
握
し
て
い
る
。
10

馬
力
・

5
馬
力
等
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
設
置
し
た
時
に
だ
い
た
い
冷
凍
屋
さ
ん
が
教

え
て
く
れ
る
。
 


 

前
回
は
、
別
部
署
に
主
機
出
力
を
確
認
し
た
。
そ
の
際
は
「
動
力
」
と
い
う
趣
旨

で
別
部
署
に
確
認
し
た
。
自
身
も
「
主
機
出
力
」
と
い
う
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
。

他
部
署
に
照
会
す
る
に
も
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
ら
良
い
の
か
悩
ん
だ
た
め
、
わ

か
り
や
す
い
表
現
に
し
て
欲
し
い
。
 

 

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
と
お
し
て
出
た
意
見
は
次
の
と
お
り
。
 

・
「
主
機
出
力
」
と
い
う
用
語
が
わ
か
ら
な
い
。
 

・
自

身
が

所
有

す
る

冷
凍

冷
蔵

庫
の

出
力

が
ど

れ
く

ら
い

な
の

か
も

知
ら
な
い
。
 

・
単
位
へ
の
理
解
・
認
知
（
「
馬
力
」
と
「
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
k
w
）
」
の

理
解
）
 

は
、
冷
蔵
倉
庫
業
・
水
産
加
工
業
別
の
傾
向
や
特
徴
は
見
ら
れ
ず
、
記

入
者
の
年
齢
が
高
齢
の
場
合
は
「
馬
力
」
、
高
齢
で
な
い
場
合
は
「
キ
ロ

ワ
ッ
ト
（
k
w
）
」
と
い
う
概
ね
の
傾
向
は
う
か
が
え
た
。
 

・
そ
の
他
、
単
位
と
し
て
「
動
力
」
と
い
う
用
語
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象

者
か
ら
で
て
き
た
。
 

・
購
入
し
た
販
売
店
に
聞
け
ば
馬
力
・
k
w
は
わ
か
る
、
と
の
ご
意
見
は

共
通
し
て
多
か
っ
た
。
 

※
「

主
機

」
と

い
う

言
葉

が
対

象
者

に
は

難
解

な
用

語
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

と
、

当
該

設
問

は
複

数
施

設
所

有
の

場
合

は
合

計
の

出
力

で

該
当
・
非
該
当
を
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
「
主
機
」
と
い
う
言
葉
を
削
除

し
、

「
合

計
で

」
と

い
う

表
現

に
変

え
る

方
向

で
修

正
す

る
こ

と
と

し

た
。
 

 

海
外

輸
出

に
つ

い

て
 


 

山
口
で
海
外
向
け
に
出
荷
し
て
い
る
業
者
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。
 


 

海
外
輸
出
な
し
。
田
辺
の
江
川
地
域
で
は
、
鮮
魚
屋
さ
ん
が
海
外
輸
出
し
て
い
る

（
魚
の
え
さ
と
し
て
）
。
関
東
の
輸
出
専
門
業
者
を
経
由
し
て
。
 


 

鮮
魚
屋
さ
ん
が
冷
凍
し
て
輸
出
し
て
い
る
、
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が

田
辺
で
輸
出
は
聞
い
た
こ
と
な
い
。
 


 

海
外
向
け
の
販
売
な
し
。
も
し
、
あ
っ
た
と
し
た
ら
業
者
か
ら
海
外
向
け
販
売
を

す
る

に
あ

た
っ

て
商

品
の

成
分

表
示

と
か

で
確

認
さ

れ
る

と
思

う
の

で
ど

の
業

者
が
輸
出
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
把
握
で
き
る
は
ず
。
 


 

輸
出
の
割
合
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
は
ち
ょ
う
ど
海
外
向
け
製
品
と
し
て
取
引
し
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
対

象
者

の
ほ

と
ん

ど
が

海
外

輸
出

に
つ

い
て

直
接

の
輸

出
は

行
っ

て
い

な
い

こ
と

と
、

販
売

相
手

が
輸

出
し

て
い

る
の

か
等

は

把
握

し
て

い
な

い
観

点
か

ら
「

海
外

輸
出

は
し

て
い

な
い

」
と

い
う

意

見
が
多
か
っ
た
。
 

販
売

相
手

が
輸

出
し

て
い

る
の

か
も

含
め

て
尋

ね
る

設
問

で
あ

る
こ

と
か
ら
、
課
題
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
 

事
業

規
模

が
相

対
的

に
大

き
い

事
業

者
は

、
海

外
輸

出
を

行
っ

て
い

た
。

意
見

と
し

て
、

販
売

金
額

の
１

％
未

満
で

あ
る

可
能

性
が

高
い

の

で
小

数
点

で
拾

わ
な

い
と

０
％

と
い

う
数

字
が

で
て

く
る

と
の

意
見

が

あ
っ
た
。
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種
類

 
意
見

 
反

映
方

針
 

い
る

国
内

企
業

と
の

お
付

き
合

い
が

あ
る

の
で

そ
の

分
な

ら
出

す
こ

と
は

で
き

る
。
そ

こ
以
外
が

実
は
輸
出
を
し
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
全
く
わ
か
ら

な
い

の
で
そ

れ
は

だ
せ
な
い
。
 


 

輸
出

は
自
身

で
行

う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
取
引
先
が
輸
出
し
て
い
る
の
は
わ
か

る
。

量
が
ど

の
く

ら
い
か
と
言
わ
れ
る
と
管
理
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
 


 

海
外

専
門

の
商

社
に

お
ろ

し
て

い
る

物
が

あ
る

の
で

、
輸

出
向

け
な

の
は

わ
か

る
。
そ

の
分
で
良

け
れ
ば
書
け
る
け
ど
直
接
輸
出
し
て
い
る
量
を
知
り
た
い
の
で

は
？

直
接

輸
出

し
て

い
る

の
な

ら
申

請
関

連
が

だ
い

ぶ
手

間
に

な
る

か
ら

や
っ

て
い

る
と

こ
ろ

は
ま

ず
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

ぁ
。

大
手

さ
ん

な
ら

わ
か

る
け

ど
。

貿
易
専

門
の

商
社
に
聞
い
た
ほ
う
が
早
い
の
で
は
と
思
う
。
 


 

海
外

輸
出
や

っ
て

い
る
。
少
し
で
も
輸
出
の
実
態
を
把
握
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

１
％

に
も
満

た
な

い
業
者
も
結
構
い
る
と
思
う
の
で
、
0.
2％

と
か

1％
未
満
で
も

回
答

で
き
る

よ
う

に
し
て
欲
し
い
。
あ
る
い
は
金
額
を
記
入
す
る
よ
う
な
項
目
に

す
る

の
は
ど

う
か

？
 

当
該

意
見

に
つ

い
て

は
特

定
の

事
業

者
の

意
見

と
し

て
全

体
が

果
た

し
て

１
％

未
満

な
の

か
は

本
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
は

判
断

で
き

な
い

た
め

、

整
数

記
入
の

ま
ま

と
し

た
。
 

 

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル

認
証

に
つ
い

て
 


 

水
産

エ
コ
ラ

ベ
ル

を
知
ら
な
い
。
 


 

水
産

エ
コ
ラ

ベ
ル

認
証
と
い
う
言
葉
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
認
証
は
取
得
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

も
の
な
の
で
す
か
？
 


 

「
い

ず
れ
の

認
証

も
取
得
し
て
い
な
い
」
が
あ
れ
ば
回
答
で
き
る
。
 


 

水
産

エ
コ
ラ

ベ
ル

認
証
と
い
う
言
葉
は
、
は
じ
め
て
聞
い
た
。
 


 

水
産

エ
コ
ラ

ベ
ル

認
証
と
い
う
言
葉
は
、
知
ら
な
い
。
こ
の
辺
で
認
証
取
得
し
て

い
る

し
て
い

る
事

業
者
が
い
る
か
ど
う
か
も
知
ら
な
い
。
 


 

エ
コ

ラ
ベ
ル

に
つ

い
て
初
め
て
聞
い
た
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 


 

水
産

エ
コ
ラ

ベ
ル

認
証
と
い
う
言
葉
は
、
知
ら
な
い
。
回
答
に
迷
う
こ
と
は
な
い
。 

ヒ
ア

リ
ン

グ
対

象
者

の
ほ

と
ん

ど
が

、
そ

も
そ

も
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

認
証
に

つ
い

て
ご

存
知

な
い

こ
と

が
判

明
し

た
。

 

回
答

に
あ

た
っ

て
は

「
い

ず
れ

の
認

証
も

取
得

し
て

い
な

い
」

と
い

う
選
択

肢
が

あ
る

こ
と

で
回

答
可

能
と

の
意

見
で

あ
っ

た
。
 

無
回

答
抑

止
の

観
点

か
ら

設
問

文
章

に
、

取
得

し
て

い
な

い
場

合
の

回
答
方

法
に

つ
い

て
の

案
内

を
掲

載
す

る
こ

と
と

し
た

。
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